
 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言の解除を受けて、登校日開始！学校再開！ 
 

全員元気です！ありがたいことです！ 
 

５月１９日の石川県の休業要請の解除を受けて、５月２５日（月）から学校を再開しました。全員元気に登校するこ

とができました。休校中のご家庭や地域の方々のご協力に心より感謝申し上げます。引き続き油断することなく、

市の学校再開ガイドラインに基づき、感染防止対策を徹底して、以下の内容で進めています。 

 

● ５月１８日（月）から 登校日を設定できました 

久しぶりに元気に再会できたことを喜び合いました。全校集会では、休校前の約束の振り返りを行いました。 

①「自分と自分の周りの大切な人を守る」については全員が挙手できていました。立派です。よかったです。 

②「生活をコントロールする（・宿題をする ・お手伝いをする ・大谷の自然をあじわう） については、以下 

の発表がありました。 

     ・お手伝いをがんばりました。お昼ご飯でマーボ豆腐をつくったりしました。 

     ・大谷の自然をあじわいました。家族で海沿いを走ったり、学校のグラウンドを走ったりしました。 

     ・お手伝いをしました。洗濯物をたたんだり、夕飯の手伝いをしました。 

養護の西先生からは、感染拡大防止に向けて、 

 ①家で検温してから登校すること ②手洗い・うがい・消毒を行うこと ③教室の換気と一定の距離を保つこと 

についてお話がありました。 

その後、生徒会長・井上さんと副会長・角さんがこれからの生活について、「安心・安全に楽しもう！」と呼びか

けていました。 

  

● ５月２０日（水）から 給食を再開しました 

調理員の二谷さんと打越さんが汗だくになってランチルームを掃除してくれています。床もテーブルも拭き上げ、

消毒を行いました。給食前には、養護教諭の西先生も再度消毒を行っています。 

おかげで、安心して給食を再開できました。給食後の子ども達は、外で思い切り遊んでいました。授業も休校中

のプリント類の振り返りが終わり、本格的にスタートしました。体育で体を動かしている時が一番うれしそうな様子で

す。どの学年も歓声を上げて、笑顔で楽しんでいました。 

 

● ５月２５日（月）から 学校が再開！６限授業がスタートしました 

 ・体育の授業・合同体育等を通して、運動量を増やしています。 

 ・委員会活動を再開し、児童・生徒会活動を再スタートさせています。 

 

● ６月 １日（月）から 部活動がスタートします 

 ・授業や運動、ソーシャルディスタンスにも体が慣れてくる頃のように思います。十分気をつけて、部活動を再

開します。 

  ・ミニバス等の教室等の再開が可能となります。 

 ・マスク着用については、熱中症対策を講じつつ、指導を行います。 

 ・対外試合等については、当面の間行わないこととなっていますが、変更等の可能性があります。 

 

休校中の様子を紹介します ～5年生の作文 その１～ 

         新たな場 発見・楽しみ    ５年 新谷 瞳依 

私は、休校中にいつもあんまりしないことをたくさんしました。その二つを紹介します。 

一つ目は、お父さんとつりを何回もしたことです。毎回、お父さんに「そんなびびりじゃ、

つりはできんぞ」と言われて、泣きそうになりますが、自分でたくさんつりをするうちに、危

なくてもテトラポットを渡ってつりができるようになったと思います。でも、お父さんには、

かんたんについては行けないので、もうちょっと足手まといにならないようにがんばりた

いと思います。 

 二つ目は、畑をしたことです。大谷の自然をあじわうという意味でもがんばりました。草か

りやくわで土をたがやしたりとか、力仕事もあります。休校の前もやっていたからなれてい

たけど、３日連続でやると筋肉痛になりました。でも、お母さんたちのお手伝いができたの

でとってもよかったです。登校日になったけど、また、畑仕事をがんばりたいです。 

 休校中も新しい発見ができてちょっとは楽しかったけど、学校生活も楽しみたいです。 
 

        ためた宿題         ５年 川端 駿介 

 休校になってから、大量の宿題が出た。一日の決められた時間に決められた量をやら

なければいけないのだが、宿題をなくしたり、宿題が終わってしまったこうじに「遊ぼう」と

誘われて、いやだと言うと泣いてしまうので、うるさくて宿題が進まなかったり、たまったり

した。算数の宿題はしっかりやれたが、国語の宿題がたまってしまった。僕は、国語より

算数が得意だから国語の宿題がたまって、もう本当にいやだった。でも、やらなければ、

先生におこられるし、せいせきも落ちると思い、やろう！！と思った。 

しかし、いざやろうと思うとやる気が出ない。なので、やる気を出すためにカルピスを

の飲んだ。おいしかった。やる気が出たので、宿題をした。こうじから何を言われてもし

た。とちゅうで終わりそうになかたので、泣きそうになった。でも、最終的に全部終わった。

宿題はためないほうがぜったいにいい！ 
 

朝のホットな一コマ 

 ７時３０分頃に、子どもたちが登校してきます。 

 校門前の横断歩道では、車が通り過ぎてから、横断歩道のボタンを押すこととなっています。車を運転する方が、信号

が急に変わって戸惑われない事への配慮だそうです。 しかし、子どもたちが見ているのは、車だけではない様子です。

先輩たちは、下級生が遠くから歩いてくるのを見ると、そばまで来るのを待っていてボタンを押して、一緒に渡ってくれま

す。また、渡り終わると、止まってくれた車の方に、ぺこりとお辞儀をします。 朝のさわやかであたたかな一コマです。   

 先輩のみなさん、後輩への優しい心遣いをありがとうございます。 保護者や地域の皆様、大切な心遣いを子どもたち

に授けていただき、ありがとうございます。学校でも大切に引き継いでいきます。 
 

絶滅危惧種の クロメダカ ピンク色の ヒメダカ がやってきた！ 

絶滅危惧種のクロメダカと水槽を舟本先生が準備をしてくださいました。そして、調理員の二谷さん

が、ヒメダカをもってきてくださいました。このヒメダカは、常俊さんからわけていただいたものだそうで

す。子どもたちは、静かにそっとのぞき込んでいます。 

 

 

 

常俊さんから、キャベツをたくさんいただきました。給食のサラダに使わさせていただき

ました。とてもおいしくいただきました。お心遣い、本当にありがとうございます。 

大谷小中学校だより 
N０.３ 

令和２年 ５月２７日 

珠洲市立大谷小中学校 

 



令和２年度 大谷小中学校の経営プラン 

 

１．学校教育目標 
自己教育力（自分を褒める力・叱る力）を高め、協働的に課題を解決できる児童・生徒の育成 

～少人数・義務教育学校のよさ・大谷地区のよさの中で～ 

 

２．校訓とめざす生徒像 

友愛 敬愛 郷土愛  強く・正しく・寛らかに 
 ・確かな学力を身につけた児童・生徒 

     ・粘り強く取り組む児童・生徒 

 ・思いやりの心で人とつながる児童・生徒 

 

３．めざす教師像 
     ・自己研鑽に励み、授業で児童・生徒を鍛えることができる教師 

     ・児童・生徒・同僚・保護者・地域から信頼される教師 

     ・児童・生徒の強みを伸ばすことができる教師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 職員 みんなで ～ 

 

 

 

 

 

【掲示物】 
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     ６月の行事予定 
 

毎月、千田先生の俳句を紹介しています 

 

   6月  ラベンダー畑の彼方の青葉潮 

1 月 街頭指導・安全点検 

2 火 ■児童生徒集会③8:10 

3 水   

4 木 避難訓練（火災）15:20～40→ＨＲ 

5 金   

6 土   

7 日   

8 月   

9 火 
■全校集会③8:10 

内科検診13:50 

10 水 尿検査1次 

11 木 ■ＰＴＡ委員会18:00 

12 金 ■激励会①13:20～13:45  

13 土 能登地区中学校体育大会 卓球 変更可能性あり 

14 日 能登地区中学校体育大会 卓球 変更可能性あり 

15 月 街頭指導 

16 火 ■ブロック別集会③8:10 

17 水 
水質検査9:00  

定時退校日 学教研1類Ａ 

18 木 ●校内研修会⑤15:30 

19 金   

20 土  

21 日  

22 月 
●職員会議⑤15:30 

ＱＵテスト実施週間 

23 火   

24 水 学教研1類Ｂ 

25 木 尿検査1次再検査・1次（2回目） 

26 金 
教育事務所訪問2限～4限 

■委員会③15:20 

27 土 伝承クラブ開講式・練習予定 

28 日   

29 月 
文化芸術による子供育成事業（巡回公演） 

劇団うりんこ講演 

30 火   

ランチルーム入り口で ５月人形がお出迎え 

～調理員・二谷さん 打越さん・作～  

 

 

【メッセージボード】 

だんだん広場入り口に、検温表提出と消毒コー

ナーがあります。このコーナーに先生方から子

どもたちへのメッセージを掲示しています。 

５月２１日（木）  ＰＴＡ役員会開催 

三密に注意し、ＰＴＡ役員会を行いました。

水上会長さんが「子どもたちが、安心・安全に

楽しむことができるように、ＰＴＡとしてできるこ

とに取り組みたい。」とご挨拶くださいました。子

どもたちのために、熱心にたくさんの報告や協

議が行われました。前向きで楽しい雰囲気の役

委員会となりました。役員の皆様のご協力に心

より感謝申し上げます。遅くまで本当にありがと

うございました。 

●ＰＴＡ総会書面表決結果 

賛成多数で承認されました。 

ありがとうございました。 

●ＰＴＡ役員・運営委員をご紹介します。 

会長     水上 浩        

副会長   川端 孝 

母親代表  角 奈津子  庄田真登香 

書記     常俊 幸一      

会計     和田丈太郎 

顧問     前山 秀一  上田 辰美 

監査     前山 秀一  井上 千寿 

～１年間よろしくお願いいたします～ 

【教職員の可能性】 

 学校が職責を果たすために

は、教職員が充実した気持ちで

教育に携わる必要がある。 

 そのためには、職員一人一人

の可能性が引き出されることが

求められる。 

 そこで、次の２つを大切にす

る。 

① 一人一人の可能性を大切に

する 

②合言葉は「やってみよう」 

【地域での体験】 

 児童・生徒が生涯にわたって身

につけるべき大切なことは、「しな

やかに逞しく生きる力」である。 

そのためには、学校、家庭、地

域の中で、様々な人と関わり、見

守られながら様々な体験をするこ

とが求められる。 

そこで、次の２つを大切にす

る。 

① 地域の中で挑戦し、小さな失

敗を経験しながら、それを乗

り越える場の保障 

② 合言葉は「地域に笑顔と元気

を届ける」 

【表現と振り返り】 

 学校が果たす職責の中で、最

も大切なことは、「確かな学力」を

付けることである。 

そのためには、児童・生徒が

もっている知識を活用し、表現

し、反応する場が充実しているこ

とが求められる。 

 そこで、次の３つを大切にす

る。 

①児童・生徒の考えを引き出し、

高め合う場・機会の保障 

②自分を振り返る時間の保障 

③合言葉は「一往復半」 

【安心・安全な学校】 
教育活動を支える根幹は、安心・安全な学校であることである。そのためには、危機管理意識が

高く、問題の未然防止・早期発見・早期解決に努めることが求められる。 

そこで、次の２つを大切にする。 

① 些細な変化を見逃さず、報告・連絡・相談をし合う体制をつくる。 

②自分のこととして考え、行動できる体制をつくる。 

目的・方法・ねらいにこだわる。 

ＰＤＣＡサイクルで改善にこだわる。 

そして成果につなげる。 
 

 


